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　今回の報酬改定は、医療・介護・障害福祉の

３つの報酬が同時に改定される、６年に１度の

トリプル改定でした。昨今の物価高や賃上げへ

の対応として全体的にはプラス改定となってい

ます。障害福祉分野においては、処遇改善に加

えて、「障害者が希望する地域生活の実現」、

「サービスの質の確保・向上」、「サービスの質

等に応じたメリハリのある報酬設定」を踏まえ

た改定が行われましたが、具体的な改定内容が

年度末まで示されなかったことで、現場サイド

では大きな混乱をきたしたことと思います。特

に、サービス提供時間別の基本報酬の設定につ

いては、送迎時間などへの一定の配慮の具体的

な内容が明確ではなく、区市町村によって対応

が分かれるなど、運営に直結する問題となって

しまいました。報酬改定の際には、ある程度の

混乱が生じるのは致し方ない面もあるかとは思

いますが、事業者の不安は、利用されている方々

の不安につながることなので、事業者側も３年

後の改定に向けて早めに動き出すことが必要で

あると思います。報酬改定は、単に収入の問題

ではなく今後の障害福祉のあり方、方向性を示

すものであるので、障害のある方の生活を支え

ている「現場」にいる事業者から積極的に伝え

ていくことで、より良い報酬改定となるのでは

ないでしょうか。

　今回の報酬改定で重点項目として示された

「障害者が希望する地域生活の実現」は、何よ

りも大切なことであると思います。「希望する

地域生活」は一人ひとり違うものですし、違っ

ていてあたりまえのものであると思います。そ

して、理想とすることと現実は必ずしも同じで

はありません。報酬改定が目指すゴールは理想

であるべきですが、現実に生活していることは

事実として受け止める必要があると思います。

その事実を私たち事業者が示していかなければ

いけないのではないでしょうか。国全体の報酬

改定では対応しきれないであろう、東京都をは

じめとした大都市特有の課題を明らかにするこ

となども、私たち「現場」いる者の役割なので

はないでしょうか。「障害者が希望する地域生

活の実現」のために、私たち事業者は何をなす

べきなのかを、今回の報酬改定を機に、あらた

めて考えていきたいと思います。

「令和６年度報酬改定」について
部会長　小池　朗
（板橋区立赤塚福祉園）
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　今年で18回目を迎えた東京大集会が、９月４

日（土）にYouTubeライブで配信されました。

開会にあたり、実行委員長の小池朗氏は、障害の

ある都民が自ら生活を選択できる環境を保障する

ため、これまで多様な施策を提言してきたことを

紹介し、質と量を両立した行政施策の必要性を強

調しました。生活の場を選ぶ権利が重要であり、

どこで、誰と暮らすかは国民として保障された権

利として、ご本人自身が選べる生活を共に目指し

ていきたいというと述べました。

　その後、各団体からの発表が行われ、東京都手

をつなぐ育成会は、一人暮らしを目指す当事者の

取り組みを紹介。日本ダウン症協会は、乳幼児期

の母親ケアの重要性と、ダウン症専門医療機関の

不足を指摘しました。東京知的障害児・者入所施

設保護者会連絡協議会は都外施設の紹介動画を上

映。東京都自閉症協会は、自閉症当事者が自身の

境遇を通じて「生活の質」をテーマに焦点を当て

た発表を行い、東京都発達障害支援協会は、グルー

プホームの事例を報告し個々の生きがいを大切に

した暮らしの場作りの重要性が強調されました。東

京都社会福祉協議会知的発達障害部会は、当事者

の生活に関するインタビュー動画を発表しました。

　続いて、東京都議会の５つの会派の議員が登壇

し、障害者福祉に関するパネルディスカッション

が行われました。磯山氏は、グループホーム建設

費補助や人材確保のための施策を報告し、あかね

がくぼ氏は重度障害者向けグループホーム設置の

必要性を強調しました。高倉氏は人材育成の重要

性を訴え、里吉氏は土地の確保や賃金向上を提案。

鈴木氏は空き家の活用と家賃補助制度を提案しま

した。

　最後に主催団体よりアピール文の発表があり、

閉会となりました。アピール文の表題４点は以下

の通りです。

① �知的・発達障害児・者の人権を守り、権利を

擁護してください。

② �知的・発達障害児・者の暮らしの場を抜本的

に整備してください。

③ �障害者が安心して暮らせる仕組みを作ってく

ださい。

④ �障害者への理解促進及び差別解消のための東

京都条例の精神が広く都民及び民間事業者に

理解されるよう、普及に努めてください。

　今回の東京大集会の様子は、後日東京都社会福

祉協議会知的発達障害部会のホームページ内にて、

オンデマンド配信を予定しています。準備が整い

ましたらご案内致しますので、ぜひご覧ください。

第 18 回　東京大集会
「くらしの場を選ぶこと」

広報委員　松沢一樹
（江東園ケアセンターつばき　えぽっく）
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　８月28日に保健医療スタッフ会主催の2024年
度の第１回目の学習会「身体拘束の身体弊害」を
開催しました。
　身体拘束に関する手続き上の不備がサービス報
酬の減算要件となり、切迫性、非代替性、一時性
という三要件が広く知られるようになりました。
今回の学習会の狙いは、それに関連した手続き論
ではなく「身体拘束とはそもそもどういったもの
なのか」ということを、身体拘束される側の視点
から考えることでした。三要件＋α（個別支援計
画、経時記録、同意書）だけで身体拘束が良しと
されると、利用者さんの生命に関わる重大事故が
発生してしまうのではないかという思いが、私た
ち保健医療スタッフにあったからです。拘束具の
使用法や支援者側の手技、そして何に注意して観
察していく必要があるのか、それらが支援者に共
有されていなければ、精神科病院で相次いでいる
身体拘束中の死亡事故が福祉現場で発生してもお
かしくありません。

　当日会場でご参加いただいた方のうち、２名に
ベッドと車椅子それぞれの拘束体験にご協力いた
だきました。参加者の内訳は保健医療スタッフよ
りも支援スタッフの参加が圧倒的に多く、抑制帯
を初めて目にする人もたくさんいました。
　本学習会ではこれまでの学習会でも度々お世話
になっている内科医の吉川健明氏を講師にお招き
し、「身体拘束がなぜ身体に悪いのか」について
ご講義いただきました。

　吉川先生は医師としての立場から身体拘束を指
示した経験、また家族の立場で、身体拘束に同意
を迫られた経験、さらに精神障害当事者としてご
自身が身体拘束を受けた経験をお持ちです。その
ような様々なお立場からの貴重なお話をお伺いす
ることができました。
　講演後の質疑応答、意見交換では、参加者皆様
から活発に質問が出されたり発言がなされ、時間
が足りないくらいでした。参加者のみなさんの「ど
うにかしたい」という思いが、会場に共有された
のではないでしょうか。

　参考文献に「縛らない看護」がありました。発
行は1999年。もう四半世紀前から縛らないケア
が追求されていたことを知り、25年経った現在
も医療、介護、福祉現場で身体拘束が大きな問題
になっている現実を、すべての職種の支援者が重
く受け止めなければいけないと思います。これか
らもみんなで一緒に考えていきましょう。縛る支
援を少しでも無くしていきましょう。
　吉川先生、本当にありがとうございました。

保健医療スタッフ会学習会

利用者支援研究会保健医療スタッフ会学習会を開催しました。
保健医療スタッフ会代表幹事　林　武文

（社会福祉法人同愛会日の出福祉園）
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　令和６年度第１回総会は、令和６年５月29日
（水）にZOOMによるオンラインでの開催となり
ました。

【行政説明】
　東京都の障害者施策について、東京都福祉局障
害者施策推進部より説明がありました。
１　地域生活支援課からのお知らせ
（１）�地域のニーズを踏まえた障害福祉サービ

ス事業者の指定等について
（２）�障害者グループホーム体制強化支援事業

について
（３）�地域生活支援拠点における緊急時受入体

制支援事業について
（４）�地域生活支援拠点連携強化支援事業につ

いて
（５）�サービスを担う人材の養成・確保事業（職

員宿舎借上げ支援事業　他９事業）
（６）�障害福祉サービス等情報公表制度の情報

更新について

２　施設サービス支援課からのお知らせ
（１）施設整備補助事業について
（２）地域移行促進コーディネート事業
（３）都外入所者地域移行特別支援事業について
（４）�障害者地域生活移行・定着化支援事業に

ついて
（５）�障害者支援施設等デジタル技術等活用支

援事業について
（６）�デジタル技術を活用した障害福祉サービ

ス事業所等支援事業について
（７）令和６年度報酬改定Q＆Aの送付について
（８）�障害者支援施設等における医療機関との

連携強化・感染症対応力の向上について
（９）集中的支援加算の実施について
（10）�障害者支援施設等リハビリテーション職

員配置促進事業について

３　連絡事項等
（１）�施設・事業所における事故等防止対策の

徹底について
（２）�施設・事業所における虐待防止体制の整

備の徹底について

【議決事項】
①令和５年度事業報告について
②�令和５年度会計収支決算報告及び監査報告につ

いて
　上記の決議事項について、オンラインで過半数
の承認を得られたため、可決されました。

【報告事項】
①令和６年度事業計画について
②大規模災害時対応マニュアルについて
③本人部会からの報告
について報告がありました。③本人部会からの報
告については、本人部会から当事者代表としてグ
ループホームでの生活について報告がありまし
た。

【記念講演】
「中央情勢報告～令和６年度報酬改定について～」
講師：�白石孝之氏 

（公益財団法人日本知的障害者福祉協会）
　白石氏より令和６年度障害福祉サービス等報酬
改定の改訂内容について、ご講演をいただきまし
た。協会から厚生労働省に向けた要望の概要や各
サービスの報酬・基準に係る見直しの内容等、分
かりやすく解説をして下さいました。今回の大き
な報酬改定を踏まえ、今後も国の動向に注目して
いく必要があるとのことでした。
　貴重な講演、ありがとうございました。

令和６年度　第１回知的発達部会　総会令和６年度　第１回知的発達部会　総会
広報委員　広報委員　武田　泰尚武田　泰尚

（竹の塚福祉園）（竹の塚福祉園）
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わたしの

ニヤり

ホッと

＜職員のにやり＞

＜利用者のにやり＞

6

じんけんBoard

　ご利用者の１日の水分摂取量の記録を見て、
摂取量が少ないことに気がつき、退勤前に水分
提供を行なっていました。マニュアルに沿った
支援だけでなく、都度必要とされる支援を考え
ている姿を見習いたいです。

　近くで他の人が転んでしまったとき、すぐに

近くにいき、心配してくれました。やさしさが

ステキです。

　はみがきの時、他の人が座るイスがなくて困っ
ていたところ、「ここいいよ」とゆずってくれま
した。

　ご利用者と外出をする際、こちらの動きを見

ながら気にしてしまいそうな他利用者の目線を

さりげなく逸らしてくださいました。いつもさ

りげない気づかいに感謝です。

　七夕イベントを率先してお手伝いしてくださ
いました！沢山のご利用者と集合写真が取れま
した！ありがとうございます。

　朝落ち着かない様子が続いていたご利用者に

気付き、ルーティーンがこなせなかったのが原

因なのではないかと考えて、その日中止してし

まった歯磨きを実施したら、ご利用者が落ち着

くことがきていました。

　ご利用者のジュース購入に行っていないこと

に気付き、自ら提案し代わりに対応してくれま

した。体制がかなり厳しい状況であった為とて

も助かりました。

　ご利用者ががシーネを外してしまうことに対

して、ご本人が好きそうな絵を描いたりしてく

れました。利用者に寄り添う姿勢に感銘を受け

ました。

　次の方の事を考えてリネン袋の準備をされて
いました。周りの事を考えた行動ににやりです。

　利用者の事で困ったことやこうした方が良い
と思ったことを伝えると小さなことでもいつも
優しく相談に乗ってくれます。ありがとうござ
います。

　エプロン、顔拭きタオルなどいつもきれいに畳んでくださってありがとうございます！

支援を通した利用者とのかかわり、
ご家族との会話の中や地域の方など
人が集まるところで偶然出会う瞬間に、
「ニヤり」としたり心が温かくなったりすることがあります。
自分だけのものにしておくのは「もったいない」ので、
「ホッと」な気持ちが広がっていくように書き留めてみました。

じんけんBoard
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　読者の皆さまからの投稿をお待ちしています。
　①　「わたしのニヤり・ホッと」
　②　「誰か教えて！私の支援間違ってない？」
　③　「川柳ぼーど」
　①②の投稿につきましては、紙面の都合上1,200字以内とさせていただ
きます。原則として原文のまま掲載いたしますが、場合によっては内容を
損なわない範囲で加筆・修正させていただきます。尚、事例については、
施設・個人名が特定できないようご配慮お願いいたします。
　③の川柳のテーマは福祉に関係するものであれば構いません。
　投稿は匿名でもお受けいたします（その旨記載してください）。手紙、
FAX、メールとお好きな方法でお送りください。

投稿おまちしております

手紙の場合
〒162-8953　東京都新宿区神楽河岸１－１
社会福祉法人 東京都社会福祉協議会
知的発達障害部会 人権擁護委員会　宛

FAXの場合
０３－３２６８－０６３５
知的発達障害部会　人権擁護委員会　宛

メールの場合
東京都社会福祉協議会 知的発達障害部会 事務局
chiteki@tcsw.tvac.or.jp宛に「じんけんboard投稿」
とタイトルをつけて送信してください。

支援者の皆さんが『自分の仕事を振り返る』
『権利意識を高める』きっかけになればとの
想いを込めた川柳のコーナーです。皆さま
の投稿お待ちしています。
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を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
て
食
べ
な
い

の
か
、
ど
う
や
っ
た
ら
食
べ
て
く
れ
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

優
秀
作
品

作品背景

作
：
ペ
ン
ネ
ー
ム　
Ｋ
Ｙ

い
い
笑
顔

　
　

い
い
挨
拶
か
ら

　
　
　
　
　

い
い
支
援

　

職
員
の
暗
い
顔
、
明
る
い
顔
も
利
用
者
は
み
て
い
る
ん
だ
な

と
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
た
時
は
良
い
返
事
が
返
っ
て
き
て
、
良

い
支
援
と
い
う
の
は
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

入
選
作
品

作品背景

作
：
ペ
ン
ネ
ー
ム　
Ｋ
Ｆ

探
そ
う
よ

　
　

み
ん
な
の
個
性

　
　
　
　
　

良
い
と
こ
ろ

　
支
援
を
し
て
い
る
と
、
問
題
行
動
に
対
し
て
よ
く
注
意
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
。
利
用
者
の
悪
い
面
だ
け
を
み
る
の
で
は
な
く

良
い
面
を
み
て
支
援
す
る
と
、
支
援
が
楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す

よ
。

作品背景

作
：
ペ
ン
ネ
ー
ム　
Ｋ
Ｇ

汲
み
取
ろ
う

　
　

意
思
の
表
出

　
　
　
　
　

意
思
決
定

　
重
度
の
障
が
い
を
持
つ
利
用
者
は
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
た
が
お
お
く
、
ど
う
意
思
を
く
み
と
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
み
て
い
た
だ
き
、

目
線
を
追
っ
た
り
、
ご
家
族
か
ら
の
意
見
を
き
い
た
り
や
る
こ
と

は
尽
き
な
い
な
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

作品背景

作
：
ペ
ン
ネ
ー
ム　
Ｎ
Ｋ

考
え
て

　
　

言
葉
の
重
み

　
　
　
　
　

そ
の
態
度

　
利
用
者
に
よ
っ
て
は
職
員
が
言
葉
で
伝
え
た
こ
と
が
、
実
際
の

考
え
と
は
違
っ
た
捉
え
方
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。「
良
い

腕
時
計
し
て
ま
す
ね
」
と
ほ
め
た
つ
も
り
が
、
利
用
者
か
ら
見
た

際
に
は
自
分
の
時
計
が
取
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
も

い
る
た
め
、
言
葉
選
び
は
慎
重
に
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

作品背景

作
：
ペ
ン
ネ
ー
ム　
Ｋ
Ｄ
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　法人ミッションである「障がい者が地域と共に
　笑顔で生活できるように　私たちは応援しま
す」を実現するため、足立区江北に社会福祉法人
あだちの里　江北ひまわり園は平成31年４月１
日に生活介護事業定員70名、就労継続支援B型
定員20名で開設しました。
　日暮里・舎人ライナー高野駅から徒歩で５分の
緑が多い住宅街にあだちの里相談支援センターと
の３階建ての複合施設となっております。
　各事業の内容説明をさせていただきます。

生活介護事業
【おりーぶ・ゆずグループ】身体に障がいのある
方々のグループです。作業やストレッチ、レクリ
エーション等、様々な活動を用意し、身体機能の
維持や向上を図りながら、意欲を持ち、楽しく過
ごして頂けることを目指しています。

【あけび、かりんグループ】活動はウォーキング、
創作、音楽活動、運動活動等週間プログラムのあ
るグループです。隔週の金曜日は特別活動があり、
調理や買い物、フラワーアレンジメント等実施し
ています。身体を動かす活動から、社会とふれあ
う機会がある活動を実施しています。

【ひいらぎ・もくれんグループ】「作業」の時間は
仕事を頑張り、「活動」の時間は思い切り楽しむ、
メリハリを持ったグループです。「作業」では割
箸の袋入れや、宅配食材のシート拭きをし、「活動」

では、iPadのアプリを活用したゲーム感覚の運
動、手芸、調理等、楽しくもご利用者の「やりた
い」を実現した活動が特徴です。

就労継続支援B型事業
【さくらグループ】パン製造を行っています。製
造したパンは園内で営業している「さくらベーカ
リー」や地域の施設等で販売させていただいてい
ます。また、パンの製造以外にもペンや箱の組み
立て等の作業を協力して行っています。
　お近くに来られた際には喫茶コーナーから見え
るワシントンから帰ってきた「里帰り桜」を眺め
ながら、出来立てのパンとコーヒーをご賞味下さ
い。

施設紹介
社会福祉法人あだちの里　江北ひまわり園

8

さくらベーカリーのパン ジャガイモ堀り 施設前でお花見

江北ひまわり園
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【文京槐の会】
　平成３年３月に設立された東京都文京区内にあ
る社会福祉法人です。

【名前の由来】
　槐（えんじゅ）とは
　マメ科に属する樹木の名称です。えんじゅ＝「延
寿」に通ずる縁起のいい銘木とされ、長寿に通ず
るといわれます。魔除の銘木としても珍重されて
います。葉は薬草に用いられ、表札や工芸品、建
材では床の間に使用するなど大切にされ、「しあわ
せの樹」とも呼ばれることから法人名となりました。

【は～と・ピア施設紹介】
　本部施設は住宅街の中にあり、近くには教育の
森公園やラジオ体操発祥の地、大塚公園など、自
然に囲まれた環境です。身体や知的に障がいのあ
る方に日中の活動を中心とした、社会生活上の支
援を提供する事業所です。利用者さんの特性に合
わせて「つつじルーム」「だるまルーム」にフロア
が分かれており、利用者さんの希望を聞きながら
楽しく、安心した毎日を送ることを目指しています。

【活動紹介】
　《公園清掃》地域の公園でゴミ拾いやゴミの分
別を行っています。《創作活動》利用者さんと一
緒に考えながら季節に合わせた作品を作り、毎年
文京シビックセンターで行われている作品展「ふ
れあいの集い」に出品しています。《作業》受注
した作業を利用者さんと行っています。作業の収

益は工賃へと繋がるので、利用者さん一人ひとり
真剣に取り組まれています。《販売会》利用者さ
んと一緒に作った作品を、文京シビックセンター
で開催されているハートフル工房や、毎月第２、
４木曜日に大塚にある全国心身障害児福祉財団の
前で販売しています。近くにお越しの際は是非遊
びに来てください。《体操・ストレッチ》定期的
に理学療法士や整体師による体操を行っていま
す。《ボランティア活動》近隣の学校と連携して
施設近くの通学路にて見守り活動を行っていま
す。地域の皆さんには「ありがとう！」と御礼の
言葉を頂いています。《余暇活動》ボウリング、
カラオケ、運動会、旅行、個別外出、DVD鑑賞
などを行っています。
　「今なにをしたいのか？」「どんな活動をしたい
のか？」を利用者さんに伺いながら楽しく、好きな
活動に参加出来るように取り組んでいます。今後
も安心して過ごせる環境づくりに努めて参ります。

施設紹介
文京槐の会　は～と・ピア

9

販売会

販売している石鹸

槐の会外観公園清掃
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Column

51
「新たな出会いの機会から」私の主張

社会福祉法人せたがや樫の木会　　　　　　　
世田谷区立千歳台福祉園　斉藤　由子

Relay

編 集 後 記

　新型コロナウイルスが流行してから、早いもので、約４年の月日が経ちました。コロナとの
新生活にも慣れ、マスク着用なども緩和されてきましたが、福祉施設では、まだまだマスクを
着用する機会も多くあります。
　利用者の話を聞く中で職員がマスクをしていると、「笑っているのか」「怒っているのか」表
情がわかりずらいとの話を聞きました。マスクをしていると表情で伝えられない分、声色や、
話すスピード、言葉遣いなど、より丁寧な支援や配慮が必要だと感じました。

（調布福祉園　坂口　啓）

　４月より今の事業所に異動してきました。『大
きな声で元気な方だなぁ』、『なんてはじける笑顔
をされる方だろう』、『何にそんなに緊張されてい
るのかな』等々。お互い何も分からない中での遠
慮や緊張もありつつ、利用者のお一人おひとり、
どんな方なのか知りたいと思うわくわく感は、初
めましての時ならではの感覚です。
　障害のある方、支援が多く必要な方は特に、“受
動的”といわれる側面があります。食事やトイレ、
移動、意思決定等々、日常生活の中で様々な配慮
が不可欠だからかもしれません。ただ、こんなに
も『どんな方だろう』とわくわくさせられるのは、
ストレートな表現や取り繕わない姿にぐっと惹か
れたり、本意の掴みづらさや抱える生きづらさに、
何か手伝えることはないかと感じさせられたり
と、皆さんの懸命な姿に心を揺さぶられる思いに
なるからだろうと感じます。そして、その、『人
の気持ちを動かす』ということは、ある意味、非
常に能動的なこと、利用者の皆さんの持つ力なん
だと改めて感じるところです。
　自分がどんな風に見られるか、どんな声かけを
されるかによってリアクションは変わります。お

互いに影響し合う、人との関係の中で生活し、形
作られている私たちです。『すてきだな』『楽しい
ね』と捉え、『すてき』『楽しい』と伝えられると、
お相手にもそれが伝わり、良い循環・関係が生ま
れてきます。逆に『何か噛み合わないな、困った
な』という時には、お相手も『分かってもらえな
い、困ったな』という感情が湧き、また困った言
動が起こるという負の循環にもなり得るでしょ
う。
　私たちは、そんな相互作用の中にいることを
しっかりと弁えた上で、個々の障害や特性理解に
努めること。いかに皆さんの言動を肯定的に捉え
て、肯定的な言葉を返せるか、プラスのやりとり
によって安心や自信を強くし、主体性や折り合え
る力を引き出していけるか、共に成長していける
か。そんな基本の大切さを振り返り、実践に移し
ていかなければと考える今です。
　皆さんの能動的な力、魅力や必要な配慮をきち
んと発信し、肯定的に理解してくれる人をもっと
もっと増やしていけるよう、インクルージョンと
いう考えが当然になっていくことも目指しつつ、
願いつつ・・・です。

」
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